
未来倉怯塾
2 0 1 4

震災から4 年 目､ 地域甲街がも っ と元気になる ように ｡

復興を担 っ て いくの は､ 私たち自身で す｡

待興に向什て､ 何かや叫たい･ょ

こんなアイ零イアがあ魯J

こん拶術にした射‖

市民活動 .

･ 起業 ･ コ ミ ュ ニ ティ ビジネスな ど､

その実現 の方法はき慕ざま ｡

あなたの想いをカタチ にする

プロ撃 工 ク トの立ち上げをサポ ー トします ｡

ぜむ､ ご参加ください !

第 1 回 1 0 / 2( 木) 1 8 : 3 0 ～ 2 0 : 3 0
* オ リ エ ンテ

ー シ ョ ン

* プロ ジ ェ ク トデザイン 1

■ 主要 な概念 に つ い て の講義 ･ 地域の議題､ 資源の 発見方法
･ 事 例に学ぷ ～ ｢想 い をカタ チ に す番｣ こ とをイメージ
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幕 2 回 1 0 / 2 3( 木) 1 8 : 3 0 ～ 2 0 :3 0
* イン房ル ー シブ ･ リ ー ダーシ ップ 1

～ 多様な人材 の能力を最大限 に弓ほ出 し
′
一

巻き込 む
′′

* プ ロ ジ 工 クトデザイ ン 2

･ 地域資源■頑酢市部 ニーズ/ コ 三 ユ = テ ィ ビジネス 成 視点
･ 事例 に学ぶ ･ 個 人プ ラン め 発表
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幕 3 回 1 1/ 1 5( 土
_
) 終日 ※パスで 日帰り

フィ ー ルドワ ー ク カ フ ェ つぶ っ こ (丸森町)
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第 4 回 1 1/ 2 0( 木) 1 8 : 3 0 ～ 2 0 : 3 0
* ブロ ジ 工 ク トデザイン 3

･ 個 人プラ ン の検討① 【グ ループワーク)
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幕 5 回 1 1/ 2 7 ( 木) 1 8 : 3 0 ～ 2 0 : 3 0
* プ ロ ジ 工 クトデザイン 4

曹 値 入プラ ン の検討筍 (グループウ一別
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第 6 回 1/ 1 7【土) 韓日 艶パスで 日帰り
フィ ー ル ドワ ー ク ソ ー ラ ー シ ェ ア ､

のらとも農園な ど (南相馬市)
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第 7 回 1/ 2 2( 木) 1 8 :3 0 ～ 2 0 : 3 0

成果発表会 講座を通じて立案したプロジ 工ク トの企画発表
* イ ンクルーシブ ･ リーダーシ ップ 2

･

チーム ビル デイ ンク に つ い て

t コ 詣羞
W 芦相 R †D 6 【

* 講師 *■

大和 田 順子
りK S K 理事長)

ヒ

軒

川西 由美子
※1/ 2 2 の み

(] K S
_
K 理事 - ラ ン スタ ツ ド株式会社 E A P 総研所長)

* ア ドバイザ ー *

稲葉 雅子氏
(株式会社ゆいネッ ト 代表取締役)

山田 好恵氏
(株式会社

-

ノ蔵 マ ー ケテ イ ング室室長)

森田 明彦氏
(尚綱学院大学 現代社会学科教授)
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ほ寸 象】 復興やまちづくりに関心がある
女性 ･､ 若者 ( 5 0 名程度)

【参 加 費】 無料

【申 込】 電話 または ホ ー ム ペ ー ジから

【託 児】 6 か月以上 小学 1 年生 まで
★ フ ィール ドワーク ( 1 1/ 1 5 ′ 1/ 1 7) の 回_

は託 児はありません

★託児利用料 : 子 ども1 人 30 0 円 ( 1 回)

★ し よ うがいの あ 覇お子 さんや上 の お子さん に つ いて もど相談ください

★託児申込締切 エ9 月 之4 日 (求) ( 先着順)

【申込 ･問合せ】 仙台市男女共伺参画推進 セ ンター

工 ル ･ ソ ー

ラ仙台 管理事業課
T E L O 2 2 -

2 6 8-8 0 4 4

h tt p :// W W W . S e n d a トl .j p/
敷申込あ の際にいただいた個人情報はt 本講座め事務連絡及び個人を疇虚しない情報と

して利用レ来す｡ またJ 朋層主催イベント等のお知らせをお送りする場合があります｡

N P O 法人みやぎスマ ー トアグリ 公益財団法人せんだい男女共同参画財団 仙台市
課尭 N P O 法人】K S K 女性の活力を社会ぬ活力に

兼太≠斐ほ∴ 学療法人卓細田犬章と練武金線ブリヂス トンが連携して設置した研究
･プロタラA ･｢ W

一

撃鱒P q 町 中平成 祁 年卑研寒帯鱒雫蒔畢筆け睾碑り熟し串す卑
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｢ 東北の美しい未来創造塾｣ とは ?

認定 N P O 法人 ] 侶 K 女性の活力を社会の活力 に ､ せんだい男女共 同参画財団及び仙台市が主催 し､′平成 2 5 ≡
年 1 1 月に開講 した ､ 女性 ･ 若者リ ー ダ ー 育成事業 ｡ ｢結結 ( ゆ いゆい) プロ ヲ工 ク ト

*

｣ で構築され たネ ッ ト竜
ワ

ー

ク とプロジェ ク トの成果を生か して ､ 震災から の復興を推進 し～ 美しく豊かな東北ぬ暮ら レ 社会づくり室
を実現す るプロジ ェ タ トの立ち上げを支援 ｡ 昨年の成果報告会で は 8 つ のプロジ工 ウ トが発表された ｡

*

糸吉結 〔ゆ いゆい) プロ 繋 工 ク ト

東日本大震災発生後の平成 23 年 ≦月に ､ 偲 災地と首都圏の女性の交流 による復興支援を 目指 し､ 認定 N P 〔)書
法人女子教育奨励会｣ 現 認定 N P O 法人 ] K.S･K 女性 の活力を社会の活力に) が立ち上 げた プロ ジ 工 ク ト｡ 半量

年に 1 回被災地で開催する ｢車座交流会｣ を通 じて ､ 被災地リ ー ダ ー

と首都圏の専門家女性のネッ トワ ーくタ 喜

が構築きれる とともに ､ 復興を支援するプロ ジ ェ ク ト くイベ ント､ 調査 ､ 東京新聞 ･ 河北新矧 こて ｢真北復興圭

日記｣ 連載､ 地域再生プロ ジ ェ ウ ト等) が立 ち上 がり く 力強鴬推進されて い る｡
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フィ
ー

ル ドワ
ー ク

第 3 回 1 1プ1 5 ( 土) 宮城県伊具都丸森町

放射能に起因する風評被害に苦 しむ丸森町を元

気に した い という強い思い に･より平成 2 5 年 7 月 に

オ
ー プン した体顔 ･ 交流型カフ ェ ｢ カフ ェ つ ぶ っ

こ｣ 等 の 取 り組みを通 じて ､ 過疎 ･ 高齢化ぬ進む地

域の活性化につ い て学びます ｡

帯 6 回 1′1 7( 土) 福島県南相馬市

小高地区､ 浪 江町ぬ現状を測 るとともに ､､ 住民が

再生可能エ ネルギ
ー

を つ くる ソ ーラ
ー シ ェ ア や ､

イ反設住宅付近の遊休農地を陰染 ! 整地 し､ 平成 2 5 年

6 月 に誕生 した ｢ の ら､とも農園｣ 等 の取 り組みを通

じて ､ 原発事故被賽地域の再生 に つ い て学びますb

【会 場】

工 ル ･ ソ ー ラ仙台
仙台市青葉区中央ト3 - 1 ア工 ル28 階

【アクセス】

●地下鉄/ 仙台駅下車 (北7
･

昏膏出口)

●バス / 仙台駅前下車

●J 良/ 仙台駅西口より




